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第２節. 現地調査 

(１)調査概要 

・8 月から 3 月の間に合計 15 日、延べ 70 人の調査員を動員して、空き家候補物件全てを回り、

調査を行った。 

 

 

(２)空き家候補物件の事実確認 

・事前に入手・整理されている県営水道休止情報のとおりに空き家物件が存在しているか否かに

ついて、目視にて判定を行った。 

 

チェック項目 選択肢 

①-１ 

物件の有無 

１．「空き家物件」がポイントどおりに存在する 

２．「空き家物件」が付近の異なるポイントに存在する（住宅地図で地点修正） 

３．確認できない（該当する住所の家屋に明らかに人が居住している） 

【調査対象外】 

４．確認できない（1 つの敷地に複数建物があり、その 1 つが水道休止になって

いると思われる）【調査対象外】 

５．確認できない（建物が取り壊され空地になったと思われる）【調査対象外】 

６．確認できない（調査対象の住所・家屋が見つからない）【調査対象外】 

①-２ 

物件の分類 

１．上記で「確認できない」と回答【調査終了】 

１．戸建住宅 

２．集合住宅の全戸 

３．集合住宅の一部【調査対象外、調査終了】 

４．非住宅（店舗/工場等）の全部 or一部【調査対象外、調査終了】 
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(３)空き家と思しき物件の外観 

・前項「①空き家候補物件の事実確認」により空き家の可能性が高いと判定された物件について、

その外観等を確認した。 

チェック項目 選択肢 

生活感等に関する外観 

 ②-１ 

不動産会社の 

看板の有無 

１．建物の周囲に「売家」や「入居者募集」など不動産会社のものと思しき看

板・告知がある（→写真を撮影） 

２．看板・告知が無い 

 ②-２ 

表札の有無 

１．なし 

２．あり（→写真を撮影） 

 
②-３ 

常時使用の気配 

１．常に人が住んでいる気配がない 

２．常に人が住んでいる気配がある 

３．判断できない 

 
②-４ 

生活感 

（該当したものにチェック） 

１．洗濯物が無い 

２．家庭用品が見えない 

３．カーテンが無い 

４．いずれにも当てはまらない 

 ②-５ 

庭木の手入れ 

の状況 

１．手入れがされていない 

２．手入れがされている 

３．庭が無い 

設備等に関する外観 

 
②-６ 

雨戸の開閉 

１．全部閉め切っている 

２．一部閉め切っている 

３．閉まっていない 

 

②-７ 

郵便受けの状況 

１．ふさがれている・郵便受けが無い 

２．ふさがれていないが郵便物が溜まっている 

３．ふさがれてもいないし、郵便物が溜まってもいない 

４．確認できない 

 
②-８ 

電気メーターの状況 

１．動いていない 

２．動いている 

３．確認できない 

 
②-９ 

ガスメーターの状況 

１．動いていない 

２．動いている 

３．確認できない 

 
②-10 

敷地内の車両の 

管理の状況 

１．車庫に車両が存在しているが、放置されている（劣化・損傷が見られる） 

２．車庫に車両が存在し、管理されている 

３．車庫はあるが、車両が存在しない 

４．車庫が存在しない 
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(４)特定空家等に関する調査 

・「①空き家候補物件の事実確認」により空き家の可能性が高いと判定された物件について、 

「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく「特定空家等」に該当するか否かの評価情

報を収集・整理した。 

・判定にあたっては、「特定空家等の是正措置に関するガイドライン」（国土交通省／平成 27 年 5

月）を参照しつつ、更に「周辺の建築物や通行人などが被害を受け得る状況にあるか否か」に

着目し、以下 13 点をチェックした。 

 

チェック項目 選択肢 

建物の構造に関するもの 

 ③-１．建築物が著しく傾斜している １．該当 ２．非該当 

 
③-２．基礎と土台の破損・変形・腐朽など「建築物の構造上主要な

部分」が損傷している 

１．該当 ２．非該当 

３．確認できない 

 ③-３．屋根や外壁などの著しい損傷がある １．該当 ２．非該当 

物件の管理状況に関するもの 

 
③-４．立木の腐朽・倒壊・枝折れ、立木の枝が近隣の道路にはみ出

している 
１．該当 ２．非該当 

 ③-５．塀などの老朽化による破損・倒壊の恐れがある。 
１．該当 ２．非該当 

３．塀が無い 

 ③-６．ごみの放置・不法投棄などにより臭気が発生している 

１．該当 

２．ゴミがあるが、 
臭気は発生していない 

３．非該当 

 ③-７．ネズミ、ハエ、蚊など動物や害虫が発生している １．該当 ２．非該当 

 ③-８．多数の窓ガラスが割れたまま放置されている １．該当 ２．非該当 

 ③-９．不特定の者が容易に侵入できる状態にある １．該当 ２．非該当 

物件の立地状況に関するもの 

 

③-１０．建物が隣接の建物と近接※している 

※近接とは、「隣の建物との距離」が､「調査対象建物の高さ」以下

の場合とします。 

１．該当 ２．非該当 

 

③-１１．幅員の比較的大きな主要な道路の沿道に位置している。 

※「比較的大きな幅員」とは、道路の幅が「調査対象建物の高さ」

以上の場合とします。 

１．該当 ２．非該当 

 ③-１２．傾斜地に位置している １．該当 ２．非該当 

 ③-１３．高台など、台風等の影響を受けやすい地域に位置している １．該当 ２．非該当 
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(５)住宅の不良度合いに関する調査 

・「①空き家候補物件の事実確認」により空き家の可能性が高いと判定された物件について、流通

可能性の程度に関する情報を収集・整理することを目的として、当該物件の不良度合いの判定

を行った。 

・判定にあたっては、「外観目視による住宅不良度判定の手引き(案)」（国土交通省／平成 23年 12

月）の測定基準及び着眼点に則り、次表に示す外観目視により判定できる項目について評価した。 

 

チェック項目 選択肢 

構造上主要な部位に関するもの 

 
④-１ 

基礎の適切性 

１．基礎が玉石やｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸである 

３．適切な基礎がある 

２．基礎が無い 

４．確認できない 

 

④-２ 

基礎・土台・柱・はり

の破損等 

１．柱が傾斜している、または土台又は

柱の腐朽又は破損が部分的にある 

２．基礎に不同沈下がある、柱の傾斜

が著しい、または土台又は柱の全体

に腐朽又は破損がある 

３．基礎､土台､柱又は梁の腐朽・破

損・変形が著しく､崩壊の危険がある 

４．いずれにも当てはまらない 

５．確認できない  

屋根･外壁等､その他の部位に関するもの 

 
④-３ 

外壁構造の適切性 

１．外壁の構造が粗悪である 

３．確認できない 

２．上記には当てはまらない 

 
④-４ 

外壁の破損等 

１．外壁の仕上材料の剥落、腐朽また
は破損により、下地が露出している 

２．外壁の仕上材料の剥落、腐朽また
は破損により、下地が著しく露出して
いる、または壁体を貫通する穴を生
じている 

３．いずれにも当てはまらない ４．確認できない 

 
④-５ 

屋根の破損等 

１．屋根ぶき材料の一部に剥落又はず
れがある。 

２．屋根ぶき材料に著しい剥落がある、
のきの裏板・たる木等が腐朽してい
る、または軒が垂れ下がっている 

３．屋根が著しく変形している。 ４．いずれにも当てはまらない 

５．確認できない  

 
④-６  排水設備の

破損･適切性 

１．雨樋が無い､もしくは破損が甚だしい 

３．確認できない 

２．上記に当てはまらない 

防火性に関するもの 

 
④-７ 

防火性(外壁) 

１．延焼の恐れのある外壁がある 
 

３．延焼の恐れのある外壁は無い 

２．延焼の恐れのある外壁の壁面数が
3以上ある 

４．確認できない 

 
④-８ 

防火性(屋根) 

１．屋根が可燃性材料でふかれている 

２．上記に当てはまらない  ３．確認できない 
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第３節. アンケート調査 

(１)調査概要 

①調査主体 

・二宮町政策部企画政策課特定課題担当 

 

②調査期間 

・平成 27 年 10 月～11 月 

 

③調査対象者 及び 調査方法 

・県営水道休止情報をもとに現地調査を行った結果、空き家である可能性が高いと判定された建物

を調査対象物件、当該建物の固定資産税関連文書の送付先を調査対象者として調査を実施。 

・以上のようにして特定された 239 名に対し、郵送により配布。 

 

④回収数、回収率 

・回収数：123 （回収率 51.5％） 

 

⑤調査項目 

１) 対象物件について 

２) 対象物件の使用状況について 

３) 維持管理について 

４) 対象物件の利活用方法について 

５) 空き家バンクについて 

６) 回答者属性について 

７) 自由意見 

 

 

 

(２)調査票 

次ページ以降に実際に配布した調査票を掲載する。 
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